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ESD研究主題
「批判的な思考力」等を地方創生のエネルギーとするESDの推進

本校の〈ESDの愛ことば〉
E:いい社会を S:真剣考え D:誰もが幸せになる取組 ESD

大分県佐伯市立宇目緑豊中学校

〈地域の現状・特性〉

〇広大な森林を利用した林業や,山間の土地でのほおずき,スイトピー,椎茸栽
培等が主な産業である。

〇地域の行政は,移住者のサポート充実に力を入れ,移住した人の中には特産
物への情熱を持って,地域創生の力になっている人々がいる。

〇２０１７年ユネスコエコパークに認定された。自然との共生をめざし,動き始め
たところであるが,若者は都市に移り住む傾向にあり,高齢化や過疎化が進
んでいる。今後の地域創生が大きな課題になっている地域である。

研究体制
次の３つのチームにより,地域に関わる魅力や課題につい

て,総合的な学習の時間を中心に,教科や行事との関係につ
いて研究を進めた。

〇意識改善チーム（ESDについての意識を高める）

・ESDに関わる考え方（「課題を見いだすための６つの視点」

「身に付けたい７つの力」等）や生徒,教職員の取組を,生徒

や保護者に分かりやすく知らせるESD新聞

・生徒に身近な学校生活や地域の実態の中に課題を意識で

きるように,「このままでいいのかな？」という発想から生

徒に問いかける校内掲示等

〇教科指導改善チーム

（批判的に考える力,コミュニケーションを行う力を高める）

・グループ編成や活用についての共通理解

・各教科でのペア・グループ学習の実践,交流

〇ESDカレンダーチーム（教育課程とESDとの関連を捉える）

・総合的な学習の時間を中心に,各教科ごとに「課題を見い

だす６つの視点」や「身に付けたい７つの力」を整理

地域の人とふれあい・交流し,また地域を知る体験を通し
て地域の良さや大切さを感じさせ,現状を知り,「このまま
でいいのかな？」と思う課題意識から行動へと発展する地
方創生のエネルギーを育む。

ペア・グループ学習
（仲間と協働する力）

研究主題
「批判的な思考力」等を地方創生のエネルギーとするＥＳＤの推進

〈グローバルに考えローカルに行動する力〉
Glocal(Think globally,act locally)

総合的な学習の時間・教科・特別活動を通して
ESDの視点を明確にし,ESDの力を育む

｢批判的な思考力｣等を育む
授業改善に取り組む

ESD付けたい
7つの力

批判的

思考力

物事を思慮深く,論理的,建設的,協調的,
代替的に思考･判断,吟味する(気づく力)

コミュニケー

ション

を行う力

成果と課題
●3年生の総合的な学習の時間において地域と関わる中で,地域産業について

「機械化が進んでいる」,「後継者が少なくなっている」といった気付きが芽生

え,地域創生のエネルギーに関わる「課題意識」,現状からの「持続可能性」の

視点を持った生徒が育ってきた。（授業後の生徒の感想から）

●総合的な学習の時間や各教科等で,「身に付けたい７つの力」を生徒が意識

できるよう明示したところ,特に「批判的な思考力」の向上が見られた。（これ
までのアンケート結果及び教育事業者の開発モニターで行った調査結果から2年間

（２・３年生）で約７割の生徒の意識が向上している。）

●教科指導でのペア・グループ学習の取組では,PDCAサイクルを通して批判的

思考力や協働的な学習に取り組もうとする意思や態度に向上が見られた。
（アンケート結果から,協働しようとする意思を持つ生徒が約6割・主体的な生徒が約4

割と向上傾向にある。）

▲生徒の批判的な思考力は向上してきたが,行動として動き出す力はまだ不足

している。それはＥＳＤの視点を通して課題が何であるかを把握する力の育成

がまだ十分でないことが上げられる。今後そのための取組の改善及び研修

の継続が必要である。

▲互見授業のふり返りで,各教科の特性上グループ活動に差が見られることが

わかった。協働的な学習での生徒の役割等,各教科に沿った効果的な活動の

工夫・改善が必要である。今後PDCAサイクルをとおして取り組む課題である。

▲ESDカレンダーは,資質能力表とともに本年度完成させることができたがESD

カレンダーの活用については,まだ十分とは言えず,今後教科間の連携を行

いつつ活用に努める必要がある。

〈研究のキーワード〉

★ ESD ★批判的な思考力 ★ ESDつけたい７つの力

★地方創生

〈ESD〉 [Education for Sustainable Development] は,
「持続可能な開発のための教育」と訳されており

課題を見いだすための６つの視点(構成概念)は以下のとおり

Ⅰ多様性 Ⅱ相互性 Ⅲ有限性 Ⅳ公平性 Ⅴ連携性 Ⅵ責任性

〈重視する能力態度として〉

【身に付けたい７つの力】

①批判的に考える力
②未来像を予測して計画を立てる力
③多面的、総合的に考える力
④コミュニケーションを行う力
⑤他者と協力する態度
⑥つながりを尊重する態度
⑦進んで参加する態度

「ＳＤＧｓ」（エスディージーズ）
Sustainable Development Goals

「持続可能な開発目標」である。

「世界の貧困をなくそう」から始まり、

「世界の環境や平和」「差別をなく

す」等，人類や地球全体に関わる

17項目の目標である。

〈求める生徒像〉
素朴で素直な生徒が多い中でESDを推進し,次のような生徒像に近

づけたい。

①自分自身と地域,社会のかかわりに興味・関心をもつ生徒

②課題意識をもち,その解決に主体的に取り組む生徒

③仲間と協働し,創造的,批判的に思考し,行動する生徒

総合的な学習の時間

3学年

総合的な学習の時間

各チームの活動

中間発表

文化祭発表



教科指導改善
教科指導改善チームは，「付けたい７つの力」の中で これまでの取組は次の通り。

特に「批判的に考える力」，「コミュニケーションを行う ①研修による教師の共通理解

力」の向上を目指し，ペア・グループ学習に注目した。 ・ペア・グループ学習の

ペア・グループ学習は，生徒相互のコミュニケーショ 意義と編成の方法

ンを引き出す。「正しさ」が約束され，一方的な伝達と ・グループ技法

なりがちな教師の言葉とは異なり，仲間とのやり取り ②ペア・グループ学習を取り入れた実践

の中での言葉は，内省的に吟味され，より整理され変化 ・各教科，校内において提案授業

し，さらに発せられる言葉である。このようなコミュニ ・めあてと共に「付けたい力」を明示

ケーションを促すペア・ ・意識化するための「生徒や教師による振り返り」

グループ学習を充実さ

せることが，「批判的に ７月の調査による生徒の自己評価によると，「聞くこと」

考える力」を向上させ 「協力すること」に比べると，「発信すること」の評価が低

ると考えた。 かったが，１０月には「発信すること」について若干の改善

が見られた。

意識改善
意識改善チームでは，研究を進める 〇「このままでいいのかな？」の取組

上で，持続可能な社会へつながる意識 〇ＥＳＤの意識調査（付けたい７つの力に
を高めることが重要と考え取組を進め 関わる意識調査を年 3回実施）
た。
ＥＳＤをなるべくわかりやすく伝える 本校の取組では，地域と深く関わり，そ

ために，「緑豊中学校ＥＳＤ愛ことば」を の良さや課題を見つける意識が大切で
設定し,次のような取組を行った。 ある。また一般的なゴールとしてＳＤＧｓも
〇「ＥＳＤ付けたい７つの力」を教科で意 提示して意識改善に取り組み Glocal につ
識し授業で明示 ながる取組を意識して意識改善に臨ん

〇「ＥＳＤ新聞」の発行 だ。
〇研修会の実施（講師を招いての研修） アンケート調査から，教科等の取組で
〇保護者への説明会の実施 「批判的な思考力」の意識が高まったこ
〇生徒会から発信するＥＳＤの取組 とが確認できた。
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ESDカレンダー
ＥＳＤの視点に基づき ,教科横断的なカレン ③４つの項目と関係する単元（指導内容）を各

ダーを作成した。作成の意図は,研究の柱とな 教科でピックアップした。

る総合的な学習の時間と各教科の指導のつ ④選んだ単元を通じてつけたい７つの力を明

ながりを明確にすること。さらには ,指導の時 らかにし,〈批〉〈協〉〈つ〉などの略語で示し

期や指導内容を教科担当者が共有でき ,連携 た。

した指導を可能にすることにより ,「ＥＳＤ付け ⑤特に,総合的な学習の時間の内容と深い関

たい７つの力」を身につける上での相乗効果 わりがあると判断される単元は ,太線で囲

が期待されることである。 み,強調した。

ＥＳＤカレンダーの活用については模索中

カレンダー作成手順は以下の通りである。 であるが,教科担当者が ,互いにカレンダーを

見て ,学習内容を確認し合うことことで ,初め

①周りの自然や伝統 ,人材 ,生物 ,産業など本 て価値が生み出されるものである。先ずは ,

校をとりまく環境に目を向け,ＥＳＤと関連す 目に付きやすい提示方法 ,授業者の意識の向

る４つの項目に着目した。 上などから着手していきたいと考えていると

②総合的な学習の時間は４つの項目を扱うこ ころである。

とにした。 （ESDカレンダーは別紙資料添付）
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〈自然体感キャンプ〉１年生

〇たくさんの虫やたくさんの植物がある中でキャンプをすることはなかなかできないことなの

で、体いっぱい使って自然の良さを感じ,宇目はすごいと思いました。

〇豊かな自然と人が一緒になって生きているのがすごいと思う。

〈九州大学訪問〉２年生

ものすごくエコで素敵だったなと思いました。緑が多いことは学生にとっても心を落ち着かせる

効果などがあり，プラスになると思うし，環境的にも良いものなので，九大だけでなく都会の街づく

りでも取り入れると良いのではないかなと思いました。将来的に九大のような自然を貴重な物と

して大切に扱う場所が増えれば持続可能な社会は実現されていくと思います。

〈地域産業見学〉３年生

地域産業を見学し,宇目の中で知らないことが多く,改めて,人々が仕事に対してどのような思い

があるのかを知ることができました。また地域の課題として，魅力的な産業があるのに地域人口や

労働者が減っている現実を知り，このままでいいのかなと感じています。

生徒の声

授業で使用する

「付けたい7つの力」

いろんな方向から多面

的に考える力

みんなとつながるコミ

ュニケーション力


